




















（Cameron, 1986; Cameron and Quinn, 1988）。たとえば，BSCや戦略マップで
は，効率性改善による収益性と製品・サービスの刷新などによる成長性という
対立的に捉えられる戦略目標（Dodd and Favaro, 2006）を両立させるモデル









































軟性（Ahrens and Chapman, 2004; Jo/rgensen and Messner, 2009），効率性と
創造性（Simons, 1994），効率性と効果性（Mouritsen, 1995），堅固性と柔軟性






























（Cameron and Quinn, 2006; Quinn and Rohrbaugh, 1983）1。図表 1に示される
ように，このフレームワークは 2つの次元によって組織文化を分類するもの











































































































































































































































































最頻値 59歳），在社年数は平均 28．1年（中央値 31年，最頻値 31年・35年），









3 早期・後期ともに，有効回答の 20％にあたる 65の回答を用いて検証を行った。






























































Theoritical Range Actual Range
Mean SD Skewness Kurtosis




























































































































































































































































































































































































































































































































5 積極適応志向の中央値は 5．60，組織整合性志向の中央値は 5．37である。
6 クラスター分析は次の手続きに従った。クラスター間の距離は平方ユーグリット距
離を用い，クラスタリングの方法としてWard法を採用し，樹形図からクラスター数





































































































































































セル 4は，ともに低いセル 1に対して，有意差が観察された。一方，セル 2や
セル 3に対しては，有意差は観察されなかった。ただし，3変数全てにおい
て，セル 4の平均値は最も高かった。これらの結果を踏まえると，セル 4に属
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